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内容の要旨及び審査の結果の要旨
眼球電位図は(EOG)は、眼球運動に伴う眼球常存電位の振幅の変化を描いた波形であり、眼科臨床に広く
活用されている。ＥＯＧ測定の際に、測定眼の常存電位のみならず非測定眼の常存電位も一部波及し、その
総和がＥＯＧ電位電位として記録される。他眼への常存電位の波及をcontralaterale丑bcttross-talk)とい
い、測定眼の常存電位に対する測定眼から非測定眼に波及した電位の比率をｆ値という。本研究では、片
眼性の人工的無眼球症者および正常眼のｆ値を測定し、著者が提唱するモデル眼より得られたｆ値と比較
検討した。またＥＯＧ検査の前にｆ値を簡便かつ正確に測定する方法を考案した｡片眼性の人工的無眼球症
よび眼球癖を対象にｆ値を測定した。ＥＯＧ測定装置には動的視野計（Goldmann）を改良した半球ドーム
を使用した。ｆ値の実測値の平均値±標準偏差は10.65±2.20％であった。また、眼球を電気二重層のモデ
ル眼と想定し、各電極からのモデル眼に対しての立体角を算出してｆ値を得た。電気二重層モデルにおけ
るｆ値の理論値は11.64％であり、電極の位置が眼球から近いほど減少し､;回転中心間距離の増加に伴い減
少した。つぎに人工的無眼球症を被験者として内転角、外転角の増減に伴って得られたｆ値の実測値をモ
デル眼より算出されたｆ値の理論値と比較した。ｆ値の実測値および理論値とも内転角の増加に伴い増大
し、外転角の増加に伴い減少した。つぎに正常人を対象として測定方法１～３によりｆ値を測定した。石
原・大塚式近点計を改変して自作したＥＯＧ測定装置を使用した。著者が考案した測定方法１～３におけ
るｆ値の実測値の平均値±標準偏差は各々9.20±0.93％、9.35±247％、lL20±2.03％であり、人工的無
眼球症より得られたｆ値との間にはStudenfSt検定において有意差はなかった。以上の結果よりｆ値は異
なる被験者においては勿論のこと、回転角および電極の位置によっても異なるといえる。よって正確なＥ
ＯＧ測定には被験者ごとには勿論、同一被験者においても電極を装着するごとにｆ値を測定する必要があ
る。特に両眼の常存電位に著しい差がある場合には、cross-talkの影響により正確にＥＯＧ測定ができず、
病態を見誤る恐れがある。本研究はｆ値の新しい測定法を提唱し､臨床ＥＯＧ検査の精度向上に資する有用
な労作と評価された。
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